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原 著

南関東地区の幼児の生活習慣 とその課題

一東京都板橋区・練馬区・埼玉県和光市の幼児を対象にして―

The reality and issues of lifestyle habits of infants in south Kanto district

target for young children in ltabashi and Nerilna wards,Tokyo, and Wako,Saitama.

斎藤光羽 1)

Mitsuba Sa:tO

l)早稲田大学人間科学部健康福祉科学科 eス クール

前橋 明2)
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2)早稲田大学人間科学学術

要  旨

2024年 7月 ～ 8月 に、南関東地区の認可保育園 4園 。認定こども園 1園に通 う2歳～ 6歳の幼児 102

人 (男児 51人、女児 51人)の保護者に対 して、幼児の生活習慣調査に関するアンケー トを実施 し、

保育園幼児の生活習慣の実態を把握するとともに、幼児の抱える健康管理上の問題点を見いだし、改

善策を検討 した。その結果、

(1)9割以上が 21時以降に就寝 しており、そのうち 3割程度が 22時以降の就寝であった。また、

男児で 7割、女児で 8割程度が 10時間未満睡眠であり、そのうち 9時間 30分未満睡眠が 3割程度

いたことから遅寝・遅起き 。短時間睡眠の傾向がみられた。

(2)「早寝 (21時前就寝 )、 早起き (7時前起床 )、 朝ごはん (毎 日。だいたいの朝食摂取)、 10時間

以上睡眠」のできている幼児の方が、その他の幼児に比べて、平均就寝時刻が 1時間 1分 (pく 0.001)、

平均起床時刻が 53分 (p〈 0.001)、 平均夕食開始時刻が 37分 (p〈0.01)有意に早かった。

(3)幼児の夜型化 した生活 リズムの改善に向けて、幼児の気持ちが入眠に向かいやすくなるために、

光や音の入らない静かな部屋で眠らせることや、夜 21時に就寝の声かけを習慣化することを保護

者に向けて提案するとともに、保護者の取 り組みだけでは、陽光を浴びた戸外運動時間が十分に確

保できないことが予想 されたことから、各園に向けて、園内で毎 日1時間程度の外あそび時間を捻

出することを呼びかけたい。

(4)幼児の健やかな育ちには、戸外でのからだ動かしの機会を増やすことに加え、育児経験の少な

い保護者が幼児期の生活習慣形成に関する知識を学んだり、悩みを相談できる場所も必要なのでは

ないかと推察 した。そのため、子どもが健やかに育つための仕組みづくりに寄与する提案として、

保護者が子育てに関する悩みを共有でき、幼児期の生活習慣のあり方や成長に必要な情報を学ぶこ

とができる空間と、昼間に子どもと保護者が草花や生き物、景色を指さし、会話をしながら、安全

にゆっくりと散歩できる空間が 1つになった、幼児期の自由なあそびを保障する複合施設や公園な

どの環境づくりを行政に提案 したい。

(5)今 回の調査において基本的生活習慣 (早寝 。早起き 。朝ごはん 。夜間 10時間以上睡眠)ができ

ている幼児は 102人 中 13人 (12.7%)と 非常に少なかった。また、しつけの有無に着目した調査の

結果、しつけをしている保護者の割合は 37%程度であったことから、子どもたちが幼児期のうち

に規則正 しい生活習慣を獲得するために家庭で行 うべき、しつけを明らかにし、保護者に提案 して

いくことも幼児の健やかな成長のための大切な健康管理上の課題であり、本研究における今後の課

題であることが示唆された。

key words:南 関東地区,幼児,生活習慣,睡眠,外あそび
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はじめに

前橋
1)に よると、子どもたちの心身の健やかな

発達には、乳幼児期から早寝 (21時就寝)。 早起

き (7時前起床)を して、夜間に 10時間以上の睡

眠をとること、朝食をしっかりとることが重要で

ある。

しかし、小島ら2)は
、近年の日本において生

活の夜型化の進行、健康食品や健康情報の氾濫な

どを背景に、幼児の食習慣や運動習慣、生活習慣

に関する問題は多様化 していると指摘 している。

2022年に、3歳児～ 5歳児までを対象にベネッ

セ教育総合研究所
3)が実施 した生活 リズムに関す

るインターネット調査の結果では、平日の幼稚園

幼児の起床時刻は平均 6時 48分、就寝時刻は平

均 20時 49分であったが、保育園幼児は、平均 6

時 41分、平均 21時 23分であり、保育園幼児の

方が幼稚園幼児 と比べて平 日の起床時刻が早く、

就寝時刻が遅い傾向があり、休 日の起床時刻は、

幼児のほとんどが 7時、就寝時刻は 21時 と回答

したが、起床時刻が平 日よりも 30分～50分遅い

ことが報告された。また、東京都板橋区4)。 練馬

区
5)。 埼玉県和光市6)では、行政としても地域と

しても、子どもの健やかな成長を願 う子育て支援

を行ってお り、幼児期の教育・保育の拡充および

質の改善に加え、公園や児童館を利用し、積極的

に外あそびを企画 したり、多世代間の交流を目的

として、子ども食堂を設置 し、食事の提供なども

行つている。

現代社会における多様な困難を背景に、保育園

幼児の生活 リズムの夜型化や、日本の家庭の教育

力および、子育て機能の低下が指摘される中、こ

のように、東京都や埼玉県では、子どもの創造性

を活用 した外あそびを地域で積極的に企画する

等、子どもを基点とする支援が充実している。

しかし、2024年現在、東京都板橋区・練馬区 。

埼玉県和光市の幼児の外あそび時間や、テレビ 。

ビデオ視聴時間に関する習慣を含めた調査、また、

幼児期に形成 されるべき基本的生活習慣である

「早寝 (21時前就寝 1))。 早起き (7時前起床 1))。

朝ごはん (朝食摂取 1))。 夜間 10時間以上睡眠 1)」

に着 日した研究は行われていない。

そこで、本研究では、南関東地区に居住する、

幼児の生活習慣や家庭での育児状況調査を行い、

生活状況の実態を把握するとともに、保護者や各

園に幼児期の うちに基本的生活習慣 を形成する

ための一助 となる工夫の提案 と、行政に向けた、

健やかに育つための仕組みづくりに寄与する提

案を行 うこととした。

方  法

2024年 7月 ～ 8月 に、東京都板橋区の認可保育

園 2園 、認定こども園 1園の計 3園 ならびに、練

馬区の認可保育園 1園、埼玉県和光市の認可保育

園 1園 の合計 5園 に通 う3地域の 3歳～ 6歳 の

幼児 102人 (男児 51人、女児 51人)の保護者に

対 し、幼児の生活習慣調査を実施するとともに、

養育状況に関する7)調査票を配布 し、回答を得た。

主な調査内容は、就寝時刻、起床時刻、朝食開

始時刻、排便時刻、登園時刻、あそび時間、外あ

そび時間・降園後のあそび内容テレビ。ビデオ時

間、夕食開始時刻、22時以降の活動などの生活時

間と、 3歳～ 6歳幼児の家庭での養育状況 (幼児

に対するしつけの有無)な どであった。

統計処理には、SPSS(ver.26.0)を 用いて、男

女の生活時間の平均値の比較を行 うために対応

表 1 調査用紙の回収率と保育園幼児の人数と性・年齢

(南関東地区,N=102,2024)

対象者年齢
A認可保育園 3認定子ども国 0認可保育園 〕ヨ可保育国 [認可保育園

2歳～6歳 3歳～5歳 3～ 5歳 3歳～5歳 3歳～5歳

依頼人数 48人

“

人 33人 63人 53人

回収率
駐

嗜 511 5()ヽ 421

依頼総数 230人 (5園 )

生活習慣調査用紙回収率 441

保護者アンケート回収率 401

年齢 合 計

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳
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のない ι検定8)を
、人数割合の特徴をみるため

に χ
2検定9)を行った。また、生活時間相互の関

連をみるために、ピアソンの相関分析を用いて相

関係数 (D10)を算出し、1%水準で有意な関連性

があり、2変量の間に中程度 11)以 上の相関がある

もの (l rl≧ 0.30)を抽出した。 さらに「早寝

(21時前就寝 )、 早起き (7時前起床 )、 朝ごはん

(毎 日。だいたいの朝食摂取)、 10時間以上睡眠」

のできている幼児 (I群)と I群以外の幼児 (Ⅱ

群)に分け、幼児の 1日 の生活時間 。時刻につい

て、 2群間の平均値の差を対応のない ι検定によ

り比較 した。

倫理的な配慮として、本研究の目的と方法のほ

か、調査の回答は任意であること、個人名が特定

されることなく、調査で得 られた情報は保護 され

ることを、幼児の保護者に説明し、同意と許可の

得 られた保護者からの回答を分析 した。

結  果

1.南関東地区幼児の生活時間と内容

1)就寝時刻

平均就寝時刻は、男児では 21時 24分 (4歳児)

～21時 45分 (3歳児)、 女児では 21時 13分 (5

歳児)～21時 50分 (3歳児)の範囲にあった (表

2)。

21時以降に就寝する幼児は、男児では 71.4%

(4歳児)～ 100%(2歳児,6歳児)、 女児では

63.7%～ (5歳児)～ 100%(3歳児,6歳児)い

た (図 1)。

2)睡眠時間

平均睡眠時間は、男児では 9時間 21分 (6歳

児)～ 10時間 00分 (2歳児)、 女児では 9時間

13分 (5歳児)～ 9時間 50分 (3歳児)の範囲

であった。

また、平均睡眠時間が 10時間未満の幼児は、男

児では 57.1%(3歳児)～75.1%(5歳児)、 女

児では 68.5%(3歳 児)～ 100%(6歳児)いた

(図 2)。

3)起床時刻

平均起床時刻は、男児では 6時 55分 (6歳児 )

～ 7時 30分 (2歳児)、 女児では 6時 32分 (5

歳児)～ 7時 7分 (3歳児)の範囲であった。

4)降園後のあそび時間

平均あそび時間は、男児で 1時間 48分 (6歳

児)～ 3時間 21分 (3歳児)、 女児で 1時間 20

分 (5歳児)～ 2時間 52分 (4歳児)の範囲であ

った。

5)降園後のあそび内容

降園後のあそび内容で最も多かったのは、男児

では、すべての年齢において、「テ レビ。ビデオ視

聴」が最も多く、女児では 3歳児 と6歳児で「テ

レビ。ビデオ視聴」、4歳児と5歳児で「お絵かき」

であった (表 3)。

6)降園後の外あそび時間

降園後の平均外あそび時間は、男児では 5分

(4歳児)～ 58分 (3歳児)、 女児では 4分 (5

歳児)～ 7分 (3歳児,6歳児)の範囲であった。

7)幼児の 1日 の生活状況別の生活時刻・時間

I群 (21時前就寝・ 7時前起床 。朝ごはんを毎

日。だいたい食べている。夜間に 10時間以上睡眠

ができている幼児)と 、Ⅱ群 (I群以外の幼児 )

において、0.1%水準で有意な関連性を示 したも

のは、平均就寝時刻と平均睡眠時間であり、平均

夕食開始時刻との間に、それぞれ 1%水準で有意

な差が認められた。

平均就寝時刻は、I群で 20時 40分、Ⅱ群で 21

時 41分、平均睡眠時間は、I群で 10時間 11分、

Ⅱ群で 9時間 8分、平均夕食開始時刻は I群は 18

時 20分、Ⅱ群で 18時 57分であった (表 4)。

8)生活時間相互の関連性

東京都板橋区・練馬区 。埼玉県和光市の幼児全

体の生活時間相互の関連性において、夕食時刻が

遅くなると就寝時刻が遅くなる (r=0.30)傾 向

がみられた。また、就寝時刻が遅くなると、起床

時刻 (r=0.44)が遅くなり、睡眠時間が短くな

ると、起床時刻 (r=0.44)や朝食開始時刻 (r

=0.45)が 遅くなった。起床時刻が遅くなると、

朝食開始時刻 (r=0.79)と 登園時刻 (r=0.55)

が遅くなり、朝食開始時刻が遅くなると登園時刻

(r=0.74)も 遅くなるといった傾向がみられた

(図 3)。
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表 2 認可保育園・認定こども園の幼児の生活時間・時刻 (南関東地区,N=102,2024)

口20時半前 日20時半～21時前 日21時～21時半前 日21時半～22時前 日22時以降

男 児 女  児

図 1 幼児の就寝時刻別にみた人数割合 (南関東地区, N=102,2024)
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男児

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 21時∞分 21時45分

“

分 21時2分 52分 21時32分 47分 21時33分 33分

睡眠時間 10時間∞分 9時間27分 49分 9時間36分 33分 9時間27分 60分 9時間21分 56分

起床時刻 7時30分 7時 13分 35分 7時∞分 42分 7時 (Ю分 41分 6時55分 4)分

朝食時刻 8時∞分 7時37分 21分 7時 16分 36分 7時 13分 ∞分 7時23分 33分

排便時刻 20時∞分 11時 53分 3∞分 13時 08分 364分 17時 17分 298分 19時∞分

登園時刻 8時40分 8時30分 13分 8時17分 34分 7時59分 28分 8時06分

“

分

通園時間 5分 10分 4分 8分 3分 9分 3分 8分 2分

あそび時間 2時間0分 3時間21分 98分 2時間5分 62分 2時間12分 115分 l時間48分 56分

うち、外あそび時間 0分 58分 139分 5分 12分 29分 89分 20分 30分

TV・ビデオ視聴時間 1時間0分 1時間58分 124分 1時間49分 76分 1時間58分 118分 2時間∞分 163分

遊ぶ人数(人 ) 30 19 0.8 21 1.0 2.0 0.9 1.7 0.8

夕合辟亥|| 19眸∞分 19時 08分 53分 18時 47分 36合 19時 10分

“

分 18時 55分 39分

項目

2歳 0人 ) 4歳リ17人 ) 5歳児 11人 )

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就官辟亥|| 21時

"分

42分 21時25分 47分 21時 13分 43分 21時∞分 24分

睡眠時間 9時間16分 41分 9時間22分

“

分 9時間18分 41分 9時間11分 7分

起床時刻 7時07分 38分 6時4分 38分 6時32分 32分 6時41分 25分

朝食時刻 7時27分 38分 7時 14分 33分 6時57分 35分 6時59分 22分

排便時刻 15時 15分 321分 12時 47分 325分 12時 13分 359分 19時∞分

登園時刻 8時12分 33分 8時12分 ∞分 7時45分 2分 7時48分 28分

通園時間 13分 18分 8分 5分 9分 3分 7分 3分

あそび時間 2時間20分 95分 2時間52分 1∞分 1時間m分
"分

1時間45分 57分

うち、外あそび時間 7分 19分 6分 15分 4分 10分 7分 15分

ビデオ視聴時間 1時間26分 38分 1時間4分 52分 43分 31分 1時間37分 51分

遊ぶ人数(人 ) 1.9 0.9 2.2 0.8 2.6 09 2.8 17

夕食時刻
* 

t8H38r| ∞分 18時48分 39分
. 

188+39r) 33分 18時 56分 25分

E□

ロヨ

□

::華 :::i=|:::::::;::::菫轟圏轟饉麗麗亜國璽轟爾璽圃 □



■9時間未満

口10.5時間未満

国9～ 9.5時 間未満

口11時間未満

口9_5～ 10時間未満

口11時間以上

男 児 女  児

図 2 幼児の睡眠時間別にみた人数割合 (南関東地区,N=102,2024)

口6時半前  日6時半～7時前  日7時～7時半前  日7時半～8時前  ■8時以降

女  児
男 児

図3 幼児の起床時刻別にみた人数割合 (南関東地区,N=102,2024)

表 3 認可保育園・認定こども園の幼児の降園後のあそび (南関東地区,N=102,2024)

sI +s9t+22r+45'

1順 イ立

性 。年 齢
1  位 2    イ立

男 児

2歳児 (1人 ) テ レビ・ ビデオ視聴 、絵 本 ・ 本 読 み (100% つ )

3歳児 (14人 ) テ レビ・ ビデォ 聴 、 乗 り物 の お も ち ゃ (714% つ )

4歳 児 (14人 ) テ レ ビ・ ビデ オ 視 聴 (786%) プロックあそび (357%)
5歳児 (16人 ) テ レビ・ ビデオ視聴 (875%) 乗 り物 の お も ち ゃ (375%)
6歳児 (6人 ) テ レビ・ ビデオ視聴 (100%) 絵 本 ・ 本 読 み (50096)

女  児

3歳児 (19人 ) テ レ ビ・ ビデ オ 視 聴 (737%) ままごと (632%)
4歳児 (17人 ) お絵かき (529%) ブロックあそび (471%)
5歳児 (11人 ) お 絵 か き (909%) ままごと (45596)

6歳 児 (4人 ) テ レ ビ・ ビデ オ 視 聴 (755%) お絵かき、ままごと (500%ず つ )
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(複 数回答)

平均 10時間 0分   71

l区

=llllllll躍

癬蒙:I〕:餘[:::::::||:||:||:

平均 9時間 36分 ±33分

磯褻ヨ轟:::::::::::=T薫耳幕野TrT可房
~

□
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表4 1日 の生活状況別にみた幼児の生活時刻・時間  (南関東地区,N=102,2024)

就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 朝食開始時刻 排便時刻 登園時刻 あそび時間 外あそび時間テレビ.ビ デオ視聴時間 夕食開始時刻

1群 (13人 ) 20時 40分 10時間|1分 6時51分 7時06分 13時 35分 3時 11分 2時間3分 13分 1時間12分 18時 20分

n群 (89人 ) 9時間8分輌 6時 59分 7時21分 14時 00分 8時 10分 2時間34分 19分 1時間39分 18時57分ロ

l群平均値との差 :‐ :pく001.申 H:pく0∞ 1

1群 :早寝 (21時前就寝 )・ 早起き (7時前起床 )・ 朝 ごはん (毎 日・だいたい食べている)・ 夜間に 10時 間以上睡眠ができている幼児

工群 :I群 以外の幼児

=044

7:o 45

.-o.30 21fr33t

==0

全 体

(N==102)

pくoo: lrl≧ 030の もの を .

【数値 は、平均値 と相関係数 (

篠 粋
r)】

図4 幼児の生活時間相互の関連性 (南関東地区の認可保育園・認定こども園,全体,2024)

表 5 しつけを行わない家庭とその理由 (南関東地区,101人 中理由を書いてくれた人数 N〓 9,2024)

1日コ|

テレビ・ビデオ視聰時間

あそび時間

睡 眠 時 間

就 寝 時 刻

夕 食 開 始 時 刻

起 床 時 刻

朝 食 開 始 時 ■1

豊 園 時 刻

し つ け を 行 わ な い 家 庭 と そ の 理 由
性 年 齢

毎

申

り や 家 事 に 疲 れ 、 負 担 を 感 じ て お り 、 遊 ぶ 時 間 が 取 れ ず 、 子 ど も に 対 し て
日 の 食 事 つ く

し 訳 な く 思 う た め 。
3歳

・ 子 どもに は優 し く る もの だ と思 うため 。

厳 て も 泣 終 わ る た め 諦 るくし し てめ じし て

4歳

長 男次 男は厳 し く育 て た た め 、 自分 (親 )

て て い る。

の 負 担 を 減 ら す た め に も 、 三 男 は 伸 び 伸 び と 育

男  児

5歳

3歳 し つ け の 仕 方 が わ か ら な い 。

夫 婦 で 協 力 し合 い 、 子 ど も と 接 す る と き は 、 心 の 余 裕 を も つ て プ ラ ス の 言 葉 か け をす る よ

う心 掛 けて い るた め 。

・ ま だ 年 齢 が 幼 く 、 し つ け は と考 えて い るた め 。

・ し つ け

「 夕兼」

し

感

を

と
な けれ ば とい う意 識 は な く、子 どもに寄 り添 い 、 ほめ て育 て る、 自分

じた こ とに関 して 、子 どもに そ う伝 え るよ うに して い る。
(〕滉 )力｀

女  児

6歳 伝 え て お く必 要 が あ る こ と に つ い て は 、 話 せ ば 理 解 し て くれ る た め 、 し つ け と し て 厳 し い

態 度 を と る 必 要 が な い た め 。

9)日 頃の しつけの状況とその理由・内容

しつけをしていない家庭では、「厳 しくしても、

泣いて終わるため、諦めている (4歳男児)」 と

いった理由であった (表 5)。

考  察

調査対象の幼児は、遅寝・遅起き 。短時間睡眠

の傾向がみられ、認可保育園、認定こども園幼児

の 9割程度が夜型の生活を送っていることを確
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認 した。

朝食摂取状況について、男女ともに 9割程度が

食べていたのに対 し、排便を「毎 日する」と「朝

する時の方が多い」幼児は、男女ともに 1割前後

と極めて少なく、さらに、排便時刻が不定期であ

る幼児は男女ともに 6割程度で、半数以上の幼児

において排便 リズムの乱れを懸念 した。また、文

部科学省 12)は
、幼児がからだを動かす時間として

1日 60分を推奨 しているが、平均外あそび時間

は、男児で平均 5分 (4歳児)～58分 (3歳児 )、

女児で平均 4分 (5歳児)～ 7分 (3歳児, 6歳

児)と 短く、文部科学省の推奨時間を下回ってお

り、平均テレビ・ビデオ視聴時間は、男児で平均

1時間 (2歳児)～ 2時間 30分 (6歳児)、 女児

で平均 43分 (5歳児)～ 1時間 37分 (6歳児 )

であつた。このため、夜間には、光刺激や音刺激

のあるテ レビや ビデオ等の視聴を控えさせるこ

とに加え、休 日の日中に、代わりとなる戸外運動

やか らだを動かすあそびを積極的に行 う必要が

あるだろう。

子どもたちの生活 リズムを改善するために、各

家庭では、平日と休 日の就寝時刻 と、起床時刻を

一定にするよう心がけ、体内時計を整えていくこ

と、各園では、十分な外あそび時間を確保するこ

とを推奨 したい。また、 1日 の始まりである朝食

の質や量、栄養バランスを意識することに加え、

幼児が朝の排便を習慣化できるよう保護者にお

ける工夫を呼びかけたい。文部科学省
13)は

、地域

社会は、様々な人々との交流や身近な自然とのふ

れ合いを通 して豊かな体験が得 られる場である

と述べているが、子どもにとって貴重な外あそび

の場所である公園は、禁止事項の増加などによっ

て、必ず しも子どもが自由にのびのびと遊べる場

所ではなくなつている 14)と の指摘もある。

これ らのことから、子どもが健やかに育つため

の仕組みづくりに寄与する提案として、保護者が

子育てに関する悩みを共有でき、幼児期の生活習

慣のあり方や成長に必要な情報を学ぶことがで

きる空間と、昼間に子 どもと保護者が草花や生き

物、景色を指さし、会話をしながら、安全にゆっ

くりと散歩できる空間が 1つになった、幼児期の

自由なあそびを保障する複合施設や公園などの

環境づくりを行政に提案したい。

調査対象児において、基本的生活習慣ができて

いる幼児は全体の 102人 中 13人 (12.7%)と 非常

に少なかったことから、しつけの有無に着 目した

調査も行った。その結果、子 どもの育て方がわか

らないという保護者の存在が明らかとなった。

このことから、子どもたちが幼児期のうちに規

則正 しい生活習慣を獲得するために家庭で行 う

べき、しつけを明らかにし、保護者に提案 してい

くことも幼児の健やかな成長のための大切な健

康管理上の課題であり、本研究における今後の課

題であることが示唆された。

南関東 3地区における育児支援の発展のため、

子 どもたちが幼児期の うちに基本的な生活習慣

を獲得 し、規則正 しい生活 リズムを児童期に渡っ

て継続 していくための仕組みづくりに加え、親子

で健康的な生活環境をつくつていくことを促す

ためにも、幼児の成長にとって適切な 1日 の生活

時刻に関する情報提供や、生活時間配分の提案、

身体に必要な食事、栄養の指導を、よリー層活発

に実施することを行政や地域に向けて推奨 した

い。

ま と め

2024年 7月 ～ 8月 に、南関東地区の認可保育園

4園、認定こども園 1園に通 う、2歳～ 6歳児 102

人 (男児 51人、女児 51人)の保護者に対 し、幼児

の生活習慣調査を実施 し、健康管理上の課題につ

いて検討 した。その結果、

(1)21時以降に就寝 している幼児の割合は男女

ともに 9割程度、 7時以降に起床する幼児の

割合は男児で約 7割、女児で 5割程度、夜間に

10時間の睡眠時間を下回る幼児の割合は男児

で 7割、女児で 8割程度もお り、遅寝・遅起き。

短時間睡眠の傾向がみられた。

(2)朝食摂取状況について、男女ともに 9割程

度が食べていたのに対 し、排便を「毎朝する」

と「朝する時の方が多い」幼児は男女ともに 1

割前後と極めて少なく、さらに、排便時刻が不

定期である幼児は男女ともに 6割程度お り、
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半数以上の幼児における排便 リズムの乱れを

懸念 した。

(3)調査対象となった 3地区の認可保育園幼児、

認定こども園幼児において、「早寝・早起き 。

朝ごはん 。夜間 10時間以上睡眠」ができてい

る幼児は 102人 中 13人 (12.7%)と 非常に少

なかった。

(4)子 どもたちが幼児期のうちに基本的生活習

慣を獲得 し、規則正 しい生活 リズムを児童期

に渡って継続 していくための仕組みづ くりの

早急な検討 と、各家庭や各園に向けた情報支

援や指導を、よリー層活発に実施することを

行政や地域に向けて推奨 したい。
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